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〔２〕校 歌 

作詞  嘉味田 宗 榮   

作曲  中 村 昌 直   

1． 世紀の潮
うしお

 よるところ         2． あゝおおいなる 朝は来ぬ  

うるまの富
とみ

を はらむ町          和
なご

みあふれて 空はれぬ 

あらしにたえし 南山の          民主のたけび 高らかに 

こごしき影の かたほとり         自主の翼
つばさ

も すこやかに 

夢まどかなる 学舎
まなびや

に           はばたく我等 海原の 

朗らに響く 明けの鐘           広きいのちの 空かけん 

 

3． 望みゆたけき みちすがら        4． 今創造の かしまだち 

    いとしみ深く 一千の           にごりはなるる 若人の 

     ふみたつところ たくましく        歴史をきざむ 今日の日の 

     敏
さと

きまなこと まこともて         つとめの汗を すすぐとき 

     烈日きそう 意気力            糸満埠頭 夕映えて  

     進みて退かぬ 足並みか          明日の光を しのぶかな 

  

 

 

  


